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§１．研究成果の概要 

 

光周波数コムは離散的で等間隔な光キャリアの集合であり、光

周波数領域で櫛(コム)を構成する（図１）。光周波数コムの最大の

特徴はコムモードを超精密な操作・制御性である。これまでその

超精密な制御性を活かして、光原子時計、距離計測、マイクロ波

発生などに応用されてきた。今まで、光周波数コムはファイバー

レーザーモード同期レーザーを用いたファイバーコムで実現されてきたが、ファイバーコムは量産

性に適さず、光周波数コムが社会に普及していく上で最大の障害となっている。その問題を解決し

うる新しい光周波数コムとして 2007 年にマイクロコム、そして 2013 年にマイクロコムの中でもモード

同期状態であるソリトンコムが誕生した。マイクロコムは連続波レーザー（CW レーザー）を低損失微

小共振器に結合することで発生する。光周波数コムの研究は光周波数コムを「作る」「操作する」

「使う」の 3 本柱で構成され、マイクロコムも例外ではない。マイクロコムにおいては「作る」の部分の

研究が盛んである一方、「操作する」「使う」の研究はあまり進んでいない。そこで本研究では「操作

する」技術の開拓を目指している。 

 今年度は、前年度に引き続き、（１）ソリトンコムの位相雑音の低減化に関する研究と（２）周波数

掃引に関する研究を進めた。（１）では前年度に光サイドバンドを使って手法を提案し、原理実証

実験を進めていた。本年度はさらに実験を進め、提案手法の限界を明らかにし、また本手法が位

相雑音低減化だけでなく、ソリトンコムの維持範囲の拡大や、周波数掃引へも展開できることを示し

た。（２）では前年度にフィードフォワードとフィードバックの制御技術を組み合わせた手法を提案し、

原理実証実験を進めていた。本年度は本手法の最適化を行い、その結果、従来記録より 1000 倍

速の周波数掃引を実現できた。 
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